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なうべきであろう.地すべ聾や山崩れは地形宙岩質

･降雨などとの関係からその危険性が論じられてきたが

活断層との関係も重要な条件の一つであることを私達

は今回の地震で痛感させられたからである｡

この調査にあたっては多くの方々に協プルて戦いた｡なか

でも地元南伊豆町のとくに石廊崎測候所石廊崎地区伊

浜地区.入間地区の方受には貴重な体験を教えて裁いた.

また復興凄業に不眠不休の努力を続けられている商伊豆町役

場建設課長菊地春吉民および同課の方々には多忙をきわめる

恋かを現地の案内をして戦いた.叢た調査に同行された国

立科学技術防災センタｰの大八木規夫戻からは地すベリ等琢)

災害について種嫁の御教示をう/夕た｡なおNHK報道霧艦

班の武久農世最からは種冷の情報を提供して戦いた由これ

ら呪)方々に厚く獅孝脾し上げる山

(この原鵜は§素滋賢嚢での鯖報1こもとづいて作成しその後荷)必要最

小畷幻備灘を本文刺こ小藩字で練った)

(簸者らは地質部･応用地質部･企画室)
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